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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年6月14日(2018.6.14)

【公表番号】特表2017-515898(P2017-515898A)
【公表日】平成29年6月15日(2017.6.15)
【年通号数】公開・登録公報2017-022
【出願番号】特願2017-511557(P2017-511557)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｈ   3/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  15/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  15/26     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  23/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｂ  37/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  15/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｈ  13/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｈ    3/06     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｈ   15/04     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｈ   15/04     　　　Ｃ
   Ｃ０７Ｈ   15/04     　　　Ｅ
   Ｃ０７Ｈ   15/26     　　　　
   Ｃ０７Ｈ   23/00     　　　　
   Ｃ０７Ｈ   15/04     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｈ   15/04     　　　Ｄ
   Ｃ０８Ｂ   37/00     　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｈ   15/14     　　　　
   Ｃ０７Ｈ   13/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年5月2日(2018.5.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の一般式（Ｉ）
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【化１４４】

の構造を有する化合物であって、式中、
ｎは１～１８の整数であり；
ＢはＣＨ２ＯＨ、ＣＨＯ、またはＣＯ２Ｈであり；
Ａは、
　（ａ）ＯＲまたはＳＲ（Ｒは、場合によって置換されたアルキル、アルケニル、アルキ
ニル、アリール、ヘテロアリール、またはヘテロ脂肪族である）；
　（ｂ）
【化１４５】

（式中、Ｒ’は、場合によって置換されたアルキル、アリール、もしくはヘテロアリール
である）；
　（ｃ）
【化１４６】

（式中、Ｒ１はＨであり；そしてＲ２は場合によって置換されたアルケニル、アルキニル
、もしくはヘテロ脂肪族である；または
　Ｒ２はＨであり；そしてＲ１は場合によって置換されたアルケニル、アルキニル、もし
くはヘテロ脂肪族である；そして
　ａは、０、１、２、３、４、または５である）；
　（ｄ）

【化１４７】

（式中、
　Ｒは、Ｈであるか、または場合によって置換されたアルキル、またはアリールである、
そして
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　アジドアルキルは、アジド部分を含むアルキル基である）；
　（ｅ）
【化１４８】

（式中、
　Ａ’は場合によって置換されたアルキル、アリール、またはヘテロアリールであり；Ａ
”はカルボキシアルキル、カルボキシアリール、またはカルボキシヘテロアリールであり
；カルボキシアルキルは脂肪族アミノ酸から形成される残基を表し；カルボキシアリール
は芳香族アミノ酸から形成される残基を表し；そしてカルボキシヘテロアリールはヘテロ
芳香族アミノ酸から形成される残基を表す）；
　（ｆ）
【化１４９】

（式中、
　Ａ’は場合によって置換されたアルキル、アリール、またはヘテロアリールであり；そ
してアミノアルキルはアミノ部分を含むアルキル基を表す）；
または
（ｇ）

【化１５０】

である、前記化合物。
【請求項２】
　ＢがＣＨ２ＯＨである、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ａ基がＯＲであり、Ｒが場合によって置換されたアルキル、アリール、またはヘテロ脂
肪族である、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ａ基が－Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａＣＨ２ＣＨ２Ｃｌ、－Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａＣＨ２

ＣＨ２Ｎ３、－Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａＣＨ２ＣＨ２ＣＯ２Ｈ、－Ｓ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）

ａＣＨ２ＣＨ２Ｃｌ、－Ｓ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａＣＨ２ＣＨ２Ｎ３、－Ｓ（ＣＨ２ＣＨ２

Ｏ）ａＣＨ２ＣＨ２ＣＯ２Ｈ、－ＯＣＨ３、－ＳＣＨ２ＣＨ３、－ＳＣ６Ｈ５、



(4) JP 2017-515898 A5 2018.6.14

【化２０１】

であり、ａの各々の例は、独立して０、１、２、３、４、または５である、請求項１また
は２に記載の化合物。
【請求項５】
　Ａ基が

【化１５３】

であり、式中、Ｒは、Ｈである、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項６】
　Ａ基が
【化１５４】

【化１５５】

または
【化１５６】

である、請求項１または２に記載の化合物。
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【請求項７】
　前記化合物が式（Ｉａ）
【化１５９】

の構造を有し、
式中、
ｎは１～１８の整数であり、
　－ＯＲ基は、Ｏ－アルキル、Ｏ－アルケニル、Ｏ－アルキニル、Ｏ－アリール、Ｏ－ヘ
テロアリール、

【化１６０】

または
【化１６１】

から選択され、前記－ＯＲ基における任意のアルキル、アルケニル、アルキニル、アリー
ルまたはヘテロアリールは場合によって置換される、請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　前記化合物が式（Ｉｂ）

【化１６２】

の構造を有し、式中、
ｎは１～１８の整数であり、
　Ｒは、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、及びヘテロアリールから選択さ
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れ、Ｒは場合によって置換される、請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　前記化合物が式（Ｉｃ）
【化１６３】

（式中、ｎは１～１８の整数であり、
　Ｒは場合によって置換されたアルキルである）
の構造を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
　前記化合物が式（Ｉｄ）

【化１６４】

の構造を有し、式中、ｎは１～１８の整数であり、
Ｒは場合によって置換されたアルキルである、請求項１に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ａ、ＯＲ、またはＳＲ基がα型である、請求項１～１０のいずれかに記載の化合物。
【請求項１２】
　Ａ、ＯＲ、またはＳＲ基がβ型である、請求項１～１０のいずれかに記載の化合物。
【請求項１３】
　式（Ｉｅ）
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【化１６５】

の繰り返し単位によって記載される２つ以上のβ－１，６－Ｄ－グルカン部分を含み、式
中、
　前記グルカン部分が、グリコシド結合によって置換アルキル、置換アリールまたは置換
ヘテロアリール共通コアに結合し；
　ｎが１～１８の整数であり；そして
　ｍが２～６の整数である、式（Ｉｅ）の化合物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９１】
　我々は本発明の多くの実施形態を記載したが、我々の基本的な実施例を変更して、本発
明の化合物及び方法を利用する他の実施形態を提供できることは明らかである。したがっ
て、本発明の範囲は、例として示される特定の実施形態によってよりも添付の特許請求の
範囲によって定義されると理解される。　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
（項目１）
　以下の一般式（Ｉ）

【化１４４】

の構造を有する化合物であって、式中、
ｎは１～１８の整数であり；
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ＢはＣＨ２ＯＨ、ＣＨＯ、またはＣＯ２Ｈであり；
Ａは、
　（ａ）ＯＲまたはＳＲ（Ｒは、アルキル、アルケニル、アルキニル、アルキレニル、ア
ルケニレン、アルキニレン、アリール、ヘテロアリール、またはヘテロ脂肪族である）；
　（ｂ）６－Ｏ－置換－Ｄ－グルコサミン（Ｗ）
【化１４５】

（式中、Ｒ’は、アルキル、アリール、もしくはヘテロアリールである）；
　（ｃ）６－Ｏ－置換－Ｃ－グリコシド（Ｘ）

【化１４６】

（式中、Ｒ１はＨであり；そしてＲ２はアルケニル、アルキニル、もしくはヘテロ脂肪族
である；または
　Ｒ２はＨであり；そしてＲ１はアルケニル、アルキニル、もしくはヘテロ脂肪族である
；そして
　ａは、０、１、２、３、４、または５である）；
　（ｄ）

【化１４７】

（式中、
　Ｒは、Ｈ、アルキル、またはアリールであり、そして
　アジドアルキルは、アジド部分を含むアルキル基である）；
　（ｅ）

【化１４８】

（式中、
　Ａ’はアルキル、アリール、またはヘテロアリールであり；Ａ”はカルボキシアルキル
、カルボキシアリール、またはカルボキシヘテロアリールであり；カルボキシアルキルは
脂肪族アミノ酸から形成される残基を表し；カルボキシアリールは芳香族アミノ酸から形
成される残基を表し；そしてカルボキシヘテロアリールはヘテロ芳香族アミノ酸から形成
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される残基を表す）；
　（ｆ）
【化１４９】

（式中、
　Ａ’はアルキル、アリール、またはヘテロアリールであり；そしてアミノアルキルはア
ミノ部分を含むアルキル基を表す）；
または
（ｇ）

【化１５０】

である、前記化合物。
（項目２）
　ＢがＣＨ２ＯＨである、項目１に記載の化合物。
（項目３）
　ＢがＣＨＯである、項目１に記載の化合物。
（項目４）
　ＢがＣＯ２Ｈである、項目１に記載の化合物。
（項目５）
　ｎが１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１
６、１７、または１８である、項目１～４のいずれかに記載の化合物。
（項目６）
　ｎが、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、または１８である
、項目１～４のいずれかに記載の化合物。
（項目７）
　Ａがαである、項目１～６のいずれかに記載の化合物。
（項目８）
　Ａがβである、項目１～６のいずれかに記載の化合物。
（項目９）
　Ａ基がＯＲまたはＳＲであり、Ｒがアルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、ヘ
テロアリール、またはヘテロ脂肪族である、項目１～８のいずれかに記載の化合物。
（項目１０）
　Ａ基がＳＲである、項目９に記載の化合物。
（項目１１）
　Ａ基がＯＲである、項目９に記載の化合物。
（項目１２）
　Ｒがアルキル、アルケニル、またはアルキニルである、項目１０または１１に記載の化
合物。
（項目１３）



(10) JP 2017-515898 A5 2018.6.14

　Ｒがアリールまたはヘテロアリールである、項目１０または１１に記載の化合物。
（項目１４）
　Ｒがヘテロ脂肪族である、項目１０または１１に記載の化合物。
（項目１５）
　Ｒがヘテロアルキルである、項目１４に記載の化合物。
（項目１６）
　Ｒがアルキルである、項目１０または１１に記載の化合物。
（項目１７）
　Ｒがアリールである、項目１０または１１に記載の化合物。
（項目１８）
　Ａ基がＯＲであり、Ｒがアルキルである、項目９に記載の化合物。
（項目１９）
　Ａ基がＯＲであり、Ｒがアルキル、アリール、またはヘテロ脂肪族である、項目９に記
載の化合物。
（項目２０）
　Ａ基がＳＲであり、Ｒがアルキルである、項目９に記載の化合物。
（項目２１）
　Ａ基がＯＲであり、Ｒがアルキル、アリール、またはヘテロ脂肪族である、項目９に記
載の化合物。
（項目２２）
　Ｒが置換されていない、項目９に記載の化合物。
（項目２３）
　Ｒが置換されている、項目９に記載の化合物。
（項目２４）
　Ｒが、アジド部分、ハロゲン、またはカルボン酸（ＣＯ２Ｈ）部分である置換基を含む
、項目２３に記載の化合物。
（項目２５）
　Ａ基がＯ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａＣＨ２ＣＨ２Ｃｌであり、ａが０、１、２、３、４、ま
たは５である、項目９に記載の化合物。
（項目２６）
　Ａ基がＯ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａＣＨ２ＣＨ２Ｎ３であり、ａが０、１、２、３、４、ま
たは５である、項目９に記載の化合物。
（項目２７）
　Ａ基がＯ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａＣＨ２ＣＨ２ＣＯ２Ｈであり、ａが０、１、２、３、４
、または５である、項目９に記載の化合物。
（項目２８）
　Ａ基がＳ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａＣＨ２ＣＨ２Ｃｌであり、ａが０、１、２、３、４、ま
たは５である、項目９に記載の化合物。
（項目２９）
　Ａ基がＳ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａＣＨ２ＣＨ２Ｎ３であり、ａが、０、１、２、３、４、
または５である、項目９に記載の化合物。
（項目３０）
　Ａ基がＳ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａＣＨ２ＣＨ２ＣＯ２Ｈであり、ａが、０、１、２、３、
４、または５である、項目９に記載の化合物。
（項目３１）
　Ａ基が６－Ｏ－置換－Ｄ－グルコサミン（Ｗ）
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【化１５１】

である、項目１～８のいずれかに記載の化合物。
（項目３２）
　前記Ｏアルキル部分が非置換アルキル基を含む、項目３１に記載の化合物。
（項目３３）
　前記Ｏアルキル部分が置換アルキル基を含む、項目３１に記載の化合物。
（項目３４）
　Ｒ’が非置換アルキル、アリール、またはヘテロアリール基を含む、項目３１に記載の
化合物。
（項目３５）
　Ｒ’が置換アルキル、アリール、またはヘテロアリール基を含む、項目３１に記載の化
合物。
（項目３６）
　Ａ基が６－Ｏ－置換－Ｃ－グリコシド（Ｘ）
【化１５２】

である、項目１～８のいずれかに記載の化合物。
（項目３７）
　Ｒ１またはＲ２が非置換アルケニルまたは非置換アルキニル基である、項目３６に記載
の化合物。
（項目３８）
　Ｒ１またはＲ２が置換アルケニルまたは置換アルキニル基である、項目３６に記載の化
合物。
（項目３９）
　Ｒ１またはＲ２がＯ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ａＣＨ２ＣＯ２Ｈである、項目３６に記載の化
合物。
（項目４０）
　ａが、０、１、２、３、４、または５である、項目３６に記載の化合物。
（項目４１）
　Ａ基が

【化１５３】

であり、式中、Ｒは、Ｈ、アルキル、またはアリールであり、そしてアジドアルキルはア
ジド部分を含むアルキル基である、項目１～８のいずれかに記載の化合物。
（項目４２）
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　ＲがＨである、項目４１に記載の化合物。
（項目４３）
　Ｒが非置換アルキルまたは置換アルキルである、項目４１に記載の化合物。
（項目４４）
　Ｒが非置換アリールまたは置換アリールである、項目４１に記載の化合物。
（項目４５）
　前記アジドアルキルがさらなる置換基を含まない、項目４１に記載の化合物。
（項目４６）
　前記アジドアルキルが本明細書中に記載するさらなる置換基を含む、項目４１に記載の
化合物。
（項目４７）
　Ａ基が
【化１５４】

である、項目１～８のいずれかに記載の化合物。
（項目４８）
　Ａ基が

【化１５５】

である、項目１～８のいずれかに記載の化合物。
（項目４９）
　Ａ基が
【化１５６】

である、項目１～８のいずれかに記載の化合物。
（項目５０）
　Ａ基が非置換または置換アルキル基を含む、項目４７～４９のいずれかに記載の化合物
。
（項目５１）
　Ａ基が非置換または置換アリール基を含む、項目４７～４９のいずれかに記載の化合物
。
（項目５２）
　Ａ基が
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【化１５７】

である、項目１～８のいずれかに記載の化合物。
（項目５３）
　前記窒素原子に共有結合したアルキルが置換されていない、項目５２に記載の化合物。
（項目５４）
　前記窒素原子に共有結合したアルキルが置換されている、項目５２に記載の化合物。
（項目５５）
　前記Ｏ－アルキル部分が非置換アルキル基を含む、項目５２に記載の化合物。
（項目５６）
　前記Ｏ－アルキル部分が置換アルキル基を含む、項目５２に記載の化合物。
（項目５７）
　前記Ｏ－アリール部分が非置換アリール基を含む、項目５２に記載の化合物。
（項目５８）
　前記Ｏ－アリール部分が置換アリール基を含む、項目５２に記載の化合物。
（項目５９）
　ｎが、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、
１６、または１７である、項目４１～５８のいずれかに記載の化合物。
（項目６０）
　Ａ基が、ＯＣＨ３、ＳＣＨ２ＣＨ３、ＯＣＨ２ＣＨ２Ｃｌ、ＯＣＨ２ＣＨ２Ｎ３、ＳＣ

６Ｈ５、
【化１５８】

である、項目１～８のいずれかに記載の化合物。
（項目６１）
　前記化合物が式（Ｉａ）



(14) JP 2017-515898 A5 2018.6.14

【化１５９】

の構造を有し、
式中、
ｎは１～１８の整数であり、
ＢはＣＨ２ＯＨであり、
　Ａ基はＯＲであり、そしてＯ－アルキル、－Ｏ－アルケニル、Ｏ－アルキニル、Ｏ－ア
ルキレン、Ｏ－アルキニレン、Ｏ－アリール、Ｏ－ヘテロアリール、６－Ｏ－置換－Ｄ－
グルコサミン（Ｗ）、
【化１６０】

または６－Ｏ－置換－Ｃ－グリコシド（Ｘ）
【化１６１】

を含む群から選択される、項目１に記載の化合物。
（項目６２）
　前記化合物が式（Ｉｂ）

【化１６２】

の構造を有し、式中、
ｎは１～１８の整数であり、
ＢはＣＨ２ＯＨであり、
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　前記Ａ基はＳＲであり、Ｓ－アルキル、－Ｓ－アルケニル、Ｓ－アルキニル、Ｓ－アル
キレン、Ｓ－アルキニレン、Ｓ－アリール、及びＳ－ヘテロアリールを含む群から選択さ
れる、項目１に記載の化合物。
（項目６３）
　Ａ基中のアルキル、アルケニル、アルキニル、アルキレン、アルキニレン、アリール、
またはヘテロアリールが置換されていない、項目６１または６２に記載の化合物。
（項目６４）
　Ａ基中のアルキル、アルケニル、アルキニル、アルキレン、アルキニレン、アリール、
またはヘテロアリールが置換されている、項目６１または６２に記載の化合物。
（項目６５）
　Ａ基がα型である、項目６１～６４のいずれかに記載の化合物。
（項目６６）
　Ａ基がβ型である、項目６１～６４のいずれかに記載の化合物。
（項目６７）
　ｎが、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、
１６、１７、または１８である、項目６１～６６のいずれかに記載の化合物。
（項目６８）
　前記化合物が式（Ｉｃ）
【化１６３】

（式中、ｎは１～１８の整数であり、
　Ａ基はＯＲであり、ＯＲはＯ－アルキルであり、そして
　Ｂ基はＣＯ２Ｈである）
の構造を有する、項目１に記載の化合物。
（項目６９）
　Ａ基が非置換アルキル基を含む、項目６８に記載の化合物。
（項目７０）
　Ａ基が置換アルキル基を含む、項目６８に記載の化合物。
（項目７１）
　Ａ基がα型である、項目６８～７０のいずれかに記載の化合物。
（項目７２）
　Ａ基がβ型である、項目６８～７０のいずれかに記載の化合物。
（項目７３）
　ｎが、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、
１６、１７、または１８である、項目６８～７２のいずれかに記載の化合物。
（項目７４）
　前記化合物が式（Ｉｄ）
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【化１６４】

の構造を有し、式中、ｎは１～１８の整数であり、
Ａ基は、ＯＲであり、ＯＲはＯ－アルキルであり、そして
Ｂ基はＣＨＯである、項目１に記載の化合物。
（項目７５）
　Ａ基が非置換アルキル基を含む、項目７４に記載の化合物。
（項目７６）
　Ａ基が置換アルキル基を含む、項目７４に記載の化合物。
（項目７７）
　Ａ基がα型である、項目７４～７６のいずれかに記載の化合物。
（項目７８）
　Ａ基がβ型である、項目７４～７６のいずれかに記載の化合物。
（項目７９）
　ｎが、１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、
１６、１７、または１８である、項目７４～７８のいずれかに記載の化合物。
（項目８０）
　式（Ｉｅ）
【化１６５】

の繰り返し単位によって記載される２つ以上のβ－１，６－Ｄ－グルカン部分を含み、式
中、
　前記グルカン部分が、グリコシド結合によって置換アルキル、置換アリールまたは置換
ヘテロアリール共通コアに結合し；
　ｎが１～１８の整数であり；そして
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　ｍが２～６の整数である、式（Ｉｅ）の化合物。
（項目８１）
　ｎが１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１
６、１７、１８、１９、または２０である、項目８０に記載の化合物。
（項目８２）
　ｍが２、３、４、５、または６である、項目８０または８１に記載の化合物。
（項目８３）
　前記グリコシド結合がαである、項目８０～８２のいずれかに記載の化合物。
（項目８４）
　グリコシド結合がβである、項目８０～８２のいずれかに記載の化合物。
（項目８５）
　項目１～８４のいずれかに記載の化合物を含む組成物。
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